
- 1 -

長崎県が誘致をすすめたＩＲカジノ計画の不認定についての声明

２０２３年１２月２７日

日本共産党長崎県委員会

委員長 山下満昭

２７日、政府は長崎県が提出していた、佐世保市のハウステンボスへのカジノを中核とす

る統合型リゾート施設（＝ＩＲ）の区域整備計画を認定しないと発表しました。

日本共産党長崎県委員会は、この決定を心から歓迎するとともに、「カジノ誘致を許さな

い」ために立場を超えて尽力された、多くの県民のみなさんに心から敬意を表します。

私たちは長崎県がＩＲ・カジノ誘致に動き始めたときから、「誘致反対」を求めてきました。

何よりもカジノは法律で禁止された博打であり、「博打での地域振興」は許されるものでは

ありません。

また、カジノによって、多くの県民がギャンブル依存症に陥り、家庭や人格を破壊される

恐れがあるからです。その数は、ＩＲカジノで生み出す雇用者数を上回ると予想されていま

す。 そして設置地域の治安の悪化、子どもたちの成長への悪影響などへの不安が幅広

い人達から指摘され、周辺地域の道路整備などに多額の県税投入も危惧されていました。

更に、長崎県の「ＩＲカジノの計画」では、 たとえば来客数について、カジノ企業（カジノ・

オーストラリア・インターナショナル・ジャパン＝CAIJ）が提出した計画では、年間６７３万人、
１日あたりでは１．８８万人が来場する見込みとなっています。

他方、設置場所である「ハウステンボス」の過去最高の入場者数は、２０１５年の３０９万

人（１日当たり８５００人）であり、計画は正に「絵に描いた餅」であり、ずさん極まりないも

のでした。

日本共産党はこうした点を、長崎県議会や佐世保市議会で再三質問し、誘致中止を求

めてきました。しかし歴代の知事は耳を傾けず、まともな説明をしないまま「誘致強行」にひ

た走りました。大石知事はこれまで県民の声に耳を傾けずＩＲカジノを強行してきたことを真

摯に反省し、２度と誘致しないことを明確にし、県民に謝罪すべきです。

私たちは今回の結果を受け、長崎県の歴史や自然を生かした観光振興と、住民や中小

企業・商工業者、農林水産業者本位の地域経済の振興めざし、奮闘致します。
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